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研究成果の概要：本研究で、急性心筋梗塞、肝硬変、肝細胞癌や放射線肺臓炎などの治りにく

い疾患に対してカテーテル（動脈内に挿入し、目的とする臓器に薬を投与する管）を用いた新

たな治療法の開発を行った。具体的には、動物実験モデルを用いてそれぞれの疾患を作成し、

カテーテル内に疾患の治癒を誘導するような細胞を投与し、新たな治療法となる可能性を見出

した。この研究により、それぞれの治りにくい疾患への実際の診療現場で応用されることが期

待される。 
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研究分野： 総合内科学、加齢医学、再生医療学、病態生理学 
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１．研究開始当初の背景 
再生医療が盛んに行われるようになり、当時
は細胞の機能を高めるために細胞移植療法
で用いる細胞に遺伝子導入を施行した方法
の検討が行われていた。しかしながら、すべ
ての細胞に効率よく遺伝子を導入すること
のできる安全な遺伝子導入法が存在しなか
った。その様な状況の中で我々は、安全に遺
伝子導入できる方法として、ゼラチンハイド
ロゲルを用いた遺伝子導入法を開発した。 
 
２．研究の目的 
我々が開発した遺伝子導入法を利用し、各種
治療効果のある細胞に遺伝子導入をするこ

とにより、肝細胞癌、肝硬変症、脳梗塞症や
急性心筋梗塞症などの様々な難治性疾患に
対するカテーテル治療を開発することであ
った。 
 
３．研究の方法 
それぞれの疾患に対するラット動物実験モ
デル（急性心筋梗塞：冠動脈結紮モデル、放
射線肺臓炎モデル：片肺に放射線を照射した
モデル、肝細胞癌モデル：ジエチルニトロソ
アミン腹腔内投与モデルなど）を作成し、遺
伝子導入細胞を投与し、その治療効果を検討
した。 
 



対照群に比較し、遺伝子投与（DNA）群 ４．研究成果 
では有意差をもって血流が改善した。遺伝子
導入細胞投与（Tf）群では、対照群、細胞投
与群、遺伝子投与群に比較し、有意差をもっ
て血流が改善した。 

検討した疾患の中で、放射線肺臓炎、急性 
心筋梗塞、肝細胞癌では生存率の向上など著
明な治療効果を認め、今後の臨床応用が期待
された。 

  
（２）放射線肺臓炎モデル （１）急性心筋梗塞モデル 
遺伝子導入細胞を投与することで、病変部位
での肺において、導入した遺伝子の代謝産物
産生の有意な増加を確認した（図４）。 

遺伝子導入した細胞は下記のように、病変部
位に細胞投与後、10 日間集積した（図１、２）。 
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図１ 虚血心筋部位における H.E 染色 図４．肺における NOx 
 炎症部位に遺伝子導入細胞浸潤が認められ

た。  
 遺伝子導入細胞を投与することにより急

性の放射線肺障害は抑制された（図５、６）。 
 
 
                
               

図 2 虚血心筋部位における遺伝子の発現期間 
 
遺伝子導入細胞投与により、病変部における
血管新生は改善し、今後のさらなる発展が期
待された（図３）。 

図３．病変部における血流量 
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図５．肺胞洗浄液におけるタンパク濃度 
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図６．肺胞洗浄液における LDH 濃度 
 
 
 
 



さらに、遺伝子導入細胞を投与することによ
り、慢性期の肺臓炎を抑制した（図７）。 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

図７．慢性期における CT 撮影 
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